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小特集—音楽音響における最近の話題—

「絶対音感」はどこまで分かったか？*

宮 崎 謙 一（新潟大学人文学部）∗∗
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1. 絶対音感の概念と定義

絶対音感（absolute pitch，以後 APと略記す
る）という言葉は，耳が良いという程度の極めて
漠然とした意味で受け取られることが多い。また，
APがある人は，コップを叩く音の高さが分かっ
たり，救急車の音が音名に聞こえるというような
特異な側面だけが強調されることが多く，APの
意味が必ずしも正しく理解されているとは言えな
い現状である。そこで，APとはどのようなもの
なのか，そしてそれに関してどこまでが明らかに
なっているのかを解説するのが本稿の目的である。
絶対音感という日本語は，音感というあいまいな
言葉を含んでいて誤解を招き易いため，学術用語と
しては適切とは言えない。英語の absolute pitch
は絶対音高感と訳されるべきものである。なお，
英語では perfect pitch という言葉が用いられる
ことも多いが，後述するように APは決して完全
な能力ではないので，この用語も適切なものとは
言えない。

APとは，単独の音の音高を，他の音高を比較
参照することなしに音楽的音高名で即座に同定す
ることができる能力である [1, 2]。APの意味を広
げて，音高名の同定を含まなくとも絶対音高の長
期記憶や，発話における音高が固定している現象
なども AP類似のものとして話題にされることが
ある。しかしこれらの現象が狭義の APとどのよ
うな関係にあるかについてはまだ明らかではなく，
現時点では従来どおり APを音楽的音高カテゴリ
の同定能力としてとらえるのが妥当と考えられる。

2. 絶対音高の認知

APが科学的な立場から記述されたのは，Stumpf
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のTonpsychologie [3]が最初と見なされる。以後，
ドイツやアメリカを中心に数多くの研究が現れ
た [4–11]。しかしこれらの古い時代の研究では，
APの希有な能力としての側面を示すことや，遺
伝–学習論争との関連から，APの学習可能性に焦
点が当てられることが多く，音楽的音高の認知処
理の枠組みの中でこの問題をとらえる研究はあま
り行われてこなかったと言える。そこで筆者は一
連の実験で APを持つ人々が，音楽的音高をどの
ようにとらえているのかを検討した。
まず絶対音高の同定の正確さを調べるために，

C1（32.7 Hz）から B7（3971.1 Hz）の範囲内の
7オクターブにわたる 84個の音が提示されるテス
トを行った [12]。被験者は音楽用鍵盤の該当する
キーを押すことによって音名を同定し，その正確
さと反応時間が測定された。その結果，APを持
つ被験者は 1オクターブ内の 12の音高名は正し
く答えているが，オクターブの位置が正しくない
オクターブ・エラーが比較的多く見られた。この
結果から，AP保有者が直接的に知覚できるのは
音高名に対応する音の性格（ピッチクラス）であ
り，ピッチハイトの判断は比較的不正確であるこ
とが分かる。APを持つ人々はまず提示された音
のピッチクラスを判断し，それからそのオクター
ブ位置を判断するという 2段階プロセスを用いて
いると考えられる。一方，APを持たない被験者
は，ピッチクラスの判断はほとんどできないが，
周波数連続体上の位置の感覚や，一種の音色的特
性などに基づいて，音をオクターブ・カテゴリ程
度にごく大まかに分類することはある程度までで
きている。ピッチハイトの判断の正確さに関して
は，APを持つ人々と持たない人々は同じ程度で
あると言える。

APの正確さはテストで用いる音の音色に影響
される。ピアノ音，FM音源シンセサイザによる
ピアノ風の合成音，純音の 3種類の音を刺激音と



「絶対音感」はどこまで分かったか？ 683

して用いた実験では，全体の正答率はピアノ音に
対してが最も高く 94.9%，純音に対してが最も低
く 74.4%，合成ピアノ音に対しては両者の中間で
84.3%であった [13]。また，音域も APの正確さ
に影響し，中央の音域が最も正確で，両端の音域に
いくほど不正確になっていく傾向が見られた（特
に高い音域よりも低い音域の方が正反応率の低下
が著しい）。
絶対音高判断の正確さと反応の速さは，ピッチ
クラスによって違いがあることも明らかになっ
た [13, 14]。一般に，ピアノの黒鍵音（楽譜上で
臨時記号がつく音）は白鍵音（臨時記号がつかない
音）よりも判断が不正確である。AP同定の正確
さは，AP保有者の間でかなりの違いがある。白
鍵音の正答率に関しては，APの被験者間で正答
率にそれほど大きな違いはないが，不正確な AP
の被験者ほど黒鍵音の間違いが多くなっていく傾
向が見られる。ピッチクラス別の反応時間の平均
は反応の正確さと逆関係にあり，正確に判断され
る白鍵音に対しては反応が速く，エラーが多く見
られる黒鍵音に対しては反応が遅い。このような
白鍵音と黒鍵音の間の反応速度の違いはTakeuchi
and Hulse [15]によっても確認された。また，正
確な AP群は反応が最も速く（平均 0.605 s），不
正確なAP群が最も遅い（1.167 s）。中程度に正確
な群は両者の中間であった（0.717 s）。このように
反応が非常に速いことが真の AP の特徴であり，
反応時間の違いによって真の APと相対音感を用
いた擬似的な APとを区別することができる。
不正確なAP群では多くのエラーが見られるが，
隣り合う白鍵音と黒鍵音の間のエラーは非対称で
ある。すなわち白鍵音が隣の黒鍵音と混同される
ことは比較的少ないが，逆に黒鍵音が隣の白鍵音
と混同されることが多い。不正確な AP保有者の
中には，白鍵音についてだけの APを持つ者がお
り，このような APのタイプを部分的 APと呼ぶ
ことができる。不正確な AP保有者では，黒鍵音
のピッチクラスは記憶の中に安定的に確立されて
おらず，そのために隣接する白鍵音と混同されるこ
とが多いと解釈される。白鍵音だけの部分的 AP
の存在は，発達初期の AP 獲得過程と関連する。
AP保有者のほとんどは，早期の音楽訓練（主とし
てピアノのレッスン）を通じて APを獲得すると
考えられるが，ピアノの訓練では白鍵音の APは

黒鍵音のそれよりも成立し易い。ピアノのレッス
ンは通常ハ長調の音階や曲を弾くことから始まる
ので，レッスンの最初の段階では子供たちは白鍵
音をより多く耳にすることになる。APを獲得す
ることが最も効果的な時期は 3歳から 6歳ころま
でと考えられるが，黒鍵音は白鍵音の後に徐々に
導入されるので，この期間に黒鍵音を耳にする機
会は白鍵音よりもずっと少ない。あるいは黒鍵音
がピアノのレッスンの中に入ってくる頃には，AP
を獲得するのに最も効果的な時期を過ぎてしまっ
ている場合もある。こうして白鍵音についてだけ
APを獲得したが，黒鍵音の APは不正確であっ
たり，全く獲得されていない部分的 APが成立す
るものと考えられる [1]。

3. APと相対音感

音楽の音高体系は本来絶対的なものではなく，
メロディや和声のような音楽的事象は相対的な音
高関係の上に成立する。APを持たない普通の人
は，音楽的音高を絶対的に知覚することはできな
いが，相対的にとらえることはできるので，音楽
をやる上で何等支障はない。ある基準の音が与え
られて，それに基づいた相対的な音高関係の意識
（調性的文脈）が確立されたとき，それを認知的ス
キーマとして用いて音楽的な音の高さをとらえる
ことができるからである [16, 17]。音楽的に不可欠
なのは，音階や調性などの音高の枠組みの中で音
の高さを相対的にとらえる能力であり，その基礎
にあるのが相対音感（relative pitch，以後 RPと
略記）である。

APは，音楽的才能と関連するめざましい音楽
的能力の一つと考えられてきた。しかしより正確
には，AP保有者は，本来相対的な枠組みの中で
とらえられるはずのものである音楽的音高を固定
的に内在化しているという点で極めて特殊な能力
であると言うべきである。APはないが，優れた
RPを持っている人は，音高の枠組みを自由にど
のような高さにでもスライドさせることができる。
このような相対性が，音楽的音高の本質的特徴で
もある。相対音高に比べれば，絶対音高は音楽に
とって本質的なものではなく，APは音楽にはな
くてもかまわないものと言える。
ところがAPは RPと両立しない面を持ってお

り，一方が他方の発達を妨害するという可能性が
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ある。子どもの認知発達過程の一般的な特徴の一
つとして，音高を絶対的に把握するやり方から相
対的に把握するやり方にバランスシフトが起こる
という見方がある [18]。APの獲得が 6歳を過ぎ
ると次第に困難になっていくのは，一つにはその
頃から RPが発達し始めて，ピッチを固定的にで
はなく相対的にとらえるようになることが関係し
ていると見ることができる [1]。一方，これと逆方
向の影響を考えることもできる。子どもが幼児期
の訓練によって APの能力を獲得した場合，以後
の音楽活動ではAPの能力に依存することになり，
場合によっては，RPを学習する動機づけを弱め
ることになるかもしれない。その結果，APを獲
得したために RPの完全な発達が阻害される可能
性が生じる。このようなことがあるとすると，AP
は非凡な能力と言うよりは，むしろ音楽的には能
力の欠如を意味することになる。

4. AP保有者の音程の知覚

APを持つ人々が，音楽的音高の枠組みを自由
にスライドさせることができないかもしれないと
いう仮説をテストするために，RPの最も基本的
な形である音程に関する感覚を調べる実験を行っ
た [19, 20]。
被験者には，特定の調性の枠組みを確立させる
ための和音系列と，それに続いて旋律的音程をな
す 2音が提示された。和音系列によって，ハ長調，
嬰ヘ長調，そしてホ音よりも 1/4音低い音を主音
とする長調の 3種類のうちのどれかが示された。
音程の第 1音は，常に和音系列により確立される
調の主音であり，第 2音との音程は 260セント（短
3度よりも少し小さい）から 540セント（完全 4
度よりも少し大きい）までの範囲内に 20セント間
隔で刻まれる 15種類のどれかである。被験者は，
和音系列によって確立された調の中で 2音を聞い
て，第 1音に対して第 2音が，短 3度（ミ�），長
3度（ミ），完全 4度（ファ）のどれに聞こえるか
を判断した。
非 AP群の被験者は，どのコンテクスト条件に
おいても，ほとんど同じくらいに正確な判断をし
たが，AP群の被験者は，ハ長調に比べて，低いホ
長調と嬰ヘ長調のコンテクストでの正答率が有意
に低くなった。ハ長調の条件では AP群と非 AP
群の正答率はほとんど同じ程度であるが，それ以

外の調の条件では，AP群の方が非 AP群よりも
有意に正答率が低いという結果になった。実際に
は，ハ長調以外のコンテクストにおける音程識別
の正確さは，AP群の被験者ではかなりの個人差が
あった。どの調性条件でも正確に音程を識別して
いる者もいたが，AP群のおよそ半数の被験者は，
ハ長調条件に比べてそれ以外の調の条件で明らか
に正答率の低下を示した。これに対して非 AP群
は全員がどの調性条件でも同じくらいの正答率を
示した。この結果は，AP 保有者が，RP を用い
るべき課題でも APを用い続けるという不適切な
ストラテジに固執する傾向があることを示してい
る。APがあれば RPもすぐれているとは必ずし
も言えず，むしろ APが，RPを用いる聞き方や
RPの発達を妨げるように働くことがあるという
可能性が示唆される。APと RPは異なる音高処
理様式であり，両者は両立しない場合があると言
えるだろう。

5. AP保有者のメロディの知覚

もし AP 保有者が AP に強く依存する傾向が
あって，相対音高をとらえるのに困難を感じるこ
とがあるとすると，移調されたメロディを知覚す
る際にも，APは同様の不利な結果を生じること
があるかもしれない。この可能性を調べるために
幾つかの実験を行った [21, 22]。
メロディの移調再認課題を用いた実験 [21]では，

短い標準メロディ（ハ長調）に続いて比較メロディ
が順に提示された。比較メロディは標準メロディ
を移調したものであるが，相対音高の点ではこれ
らは全く同じか，あるいは 1音だけ高さが変化し
ている。被験者はこれら二つのメロディが同じか
違うかを判断した。
二つのメロディを同じ高さで比較できる同一調

（ハ長調）の条件では，AP群と非AP群のどちら
でも判断の正確さはほとんど上限近くに達した。
比較メロディが標準メロディと異なる調（嬰ヘ長
調又は 1/4音低いホ長調）に移調されて提示され
る条件では，どちらのグループも再認成績が低く
なったが，特に AP群の方がより不正確な反応を
した。この結果は，メロディ再認においても，AP
保有者が音高関係を認知することがうまくできな
いことを示すものと言える。
次に標準メロディを楽譜の形で視覚的に提示し，
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聴覚的に提示される比較メロディと同じか違うか
を判断する実験を行った。標準メロディは常にハ
長調で記譜されており，比較メロディは調性を確
立する和音系列（V7-I）に続いて聞こえてくる。比
較メロディは調が異なっていて，標準メロディと
同じハ長調の同一調条件，1/4音低いホ長調，又
は嬰ヘ長調の移調条件のうちのどれかである。比
較する二つのメロディは相対音高に関して同じか，
又は 1音だけが 1音階ステップだけ異なっている。
移調等価性の原則から予想されるとおり，非AP
群はどの調性条件でもほとんど同じくらい正確に
判断した。これに対して AP群は，楽譜と同じ調
の条件では極めて正確に判断したが，移調条件で
は判断が不正確になった。この結果，同一調条件
では，AP群は非 AP群を上回る高い正答率を示
しているが，移調条件では逆に非AP群の方がAP
群を上回った。メロディの知覚においても AP保
有者は APを用いる傾向があり，それが有効に機
能しない移調されたメロディの比較では，遂行成績
の著しい低下を生じる場合があることが示された。
ポーランドの音楽専攻学生を被験者にして行っ
た同様の実験でも，日本の被験者と同様の結果が
得られた [22]。

6. 音高と音高シラブルに見られる聴覚スト
ループ現象

APを持つ人々が音楽的音高を認知するやり方
は，個々の音の絶対音高をハ長調の階名と固定的
に結びつけて認知するやり方であり，固定ド法と
呼ばれる階名法に対応する。これに対してRPは，
音程やメロディを構成している個々の音高をその
時の調性コンテクストに応じて読み替える移動ド
法に対応するものである。固定ド法と移動ド法は，
本来は階名唱法の方式を意味しているが，それは
また APと RPの音楽的音高認知方式の違いを表
したものと言える。AP保有者にとって，RP課題
は固定的に学習している音高名を，調性コンテク
ストに応じて異なる名前で呼ばなければならない
課題であり，そこに認知的葛藤が生じると考えら
れる。
このような認知的葛藤から生じる干渉効果は，
古くから知られているストループ効果に似ている。
視覚におけるストループ効果は，色名単語をその
単語が表す色とは異なる色で印字されたリストを

被験者に与えて，単語が印字されている色をでき
るだけ速く言うように求めると，色パッチの色を
言う場合に比べて著しく時間がかかる現象である
（ストループ干渉）。一方，単語を読むことは，文
字の色が不一致であってもそれに影響されること
（逆ストループ干渉）はほとんどない [23]。このよ
うな色と色名との間に見られる干渉効果と対応す
る現象が，聴覚において音高と音高名の間で観察
された [24]。
この実験では，ハ長調の各音階音を異なる階名

シラブルの発音で歌った歌声を被験者に提示した。
被験者は，シラブルは無視して，歌われた音高の階
名をできるだけ速く言う音高課題と，音高は無視
して，発音されたシラブルをできるだけ速く，普通
の話す調子で繰り返して言うシラブル課題の二つ
の課題を行った。音高課題では，音高とシラブル
とが一致している条件に比べて一致していない条
件での反応時間が有意に長くなるストループ干渉
が，AP群と非 AP群のどちらにおいても見られ
た。一方，シラブル課題の反応時間は，非 AP群
では一致条件と不一致条件の間で違いはなく，逆
ストループ干渉は見られなかった。ところが AP
群では，不一致条件の反応時間が一致条件に比べ
て有意に長くなるという逆ストループ干渉が観察
された。聞こえてきたシラブルをそのまま繰り返
して言う追唱反応は，刺激と反応の間の対応が極
めて直接的であり，反応生成のために符号化や変
換をほとんど必要としない優先ループである [25]。
それにもかかわらず，この優先ループに不一致音
高からの干渉が起こったという結果は，AP保有
者の音高の言語化が高度に自動化していることを
反映しているものと解釈することができる。刺激
の種類を減らして，課題を簡単にした実験でも，同
様の結果が得られた [26]。

7. APの起源

APの能力が何に起因するものかについて，遺
伝に基づくものであるとする生得説と，学習され
るものであるとする経験説の間で古くから議論が
戦わされてきた [1, 2]。遺伝の役割を重視する立場
の人々は，APが極めてまれな能力であることを
強調し（一般の人々に関しては AP保有者の割合
は 0.01%以下であるという数字がしばしば引用さ
れる [27]），同一家系内でのAP保有者の割合が極
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めて高いことをその根拠にあげる [28–31]。しか
し APの遺伝的要因は環境要因と分かちがたく結
びついており，表現型としての APの割合が高い
ということだけでは，遺伝的要因の寄与を示す証
拠とすることは難しい [32]。一方で，APが学習
により獲得されるかどうかを示そうとする試みが
数多く行われ，訓練によって，固定的な基準音高
の記憶を定着させることはある程度まではできる
ことが示された [33–35]。しかしこれらの訓練効
果は，1オクターブ内の 12のピッチクラスを即座
に同定することができるという，真の AP保有者
の水準にはほど遠いものである。このように，AP
が訓練により獲得されることを明確に示す証拠が
十分ではないことは，APの学習説にとっては弱
いところと見なされてきた。
この点に関して，現在の日本では，AP保有者の
割合が諸外国に比べて著しく高いという事実が注
目される。著者が今まで大学生を中心に調べてき
た結果を総合すると，音楽教員養成課程の学生で
およそ 30%，音楽大学の学生でおよそ 50%がAP
保有者と見なすことができる水準に達していた。
これは，日本では幼児期からのピアノを中心とし
た音楽訓練が広く行われていることに起因するも
のと考えられる。APを獲得させることを目的の
一つとした訓練を行っている音楽教室もあり，訓
練開始が年長になるほど，APの獲得が困難にな
ると一般に言われている。事実，筆者が観察した
正確な AP保有者はほとんどすべてが 3～6歳の
間に音楽教室での訓練を開始していた。また，音
楽家に調査を行った結果によると，音楽訓練開始
年齢が早いほど絶対音感を持つと答えた人の割合
が高いことも報告されている [31, 36]。これらの結
果から見て，APは発達の早い時期における訓練
によって効果的に獲得することができるという見
方が次第に優勢になってきた。この初期学習説は，
音韻習得に見られる臨界期の概念と通じるものが
あり，APの獲得過程を発達の一般理論の枠組み
の中で考えることができることを示唆している。
ところがこれまでのところ APの初期学習説を
支持する証拠としては，逸話として語られる話や
回顧的記憶に基づく調査などの間接的な弱い証拠
があるだけで，直接的にそれを支える証拠はほと
んどない。実際，子どもに AP訓練を行った幾つ
かの研究があるが，APの初期学習説を支持する

証拠を得るには至っていない [37, 38]。そこで筆者
らは，音楽教室に通っている 4歳から 10歳まで
のこどもたちを対象にして APテストを行い，年
齢とともに AP能力がどのように発達していくか
を調べる研究を行った [39]。その結果，4歳から
7歳までの間に AP同定の正確さが平均 80%以上
まで向上し，8～10歳では，2/3以上のこどもた
ちが正答率 90%以上の正確なAPを保持するまで
になることが示された。また，白鍵音に比べて黒
鍵音の APが遅れて発達し始める様子も明らかに
なった。この結果は，APが子どもの頃の比較的
長期にわたる系統的な訓練によって，かなりの確
率で獲得されるものであることを示している。
一方で，言語習得前の乳児が，絶対音高情報の

処理を必要とするような学習課題を行うことがで
きるという実験結果が報告され，APの基礎が生
得的なものであることが示唆されている [40, 41]。
しかしこの実験で乳児が示した絶対音高情報の処
理から真の音楽的 APが発達するためには，もう
少し年長になってからの音楽的訓練が必要なこと
は明らかである。もし APに生得的な基礎がある
とすると，それは限られた人々にだけ見られるも
のではなく，ある時期の訓練によって APを獲得
する可能性は比較的一般的に見られるものである
と言えるだろう。

8. AP類似の現象—潜在的AP

ここまで述べてきた APは，音楽的音高名を用
いて音高を同定することであるが，音高の命名を
含まないAP類似の現象が幾つか報告されている。
曲を聴いて，その曲の調が何調であるかを言う

ことは，APを持つ人の場合には主音の絶対音高
を同定することによって容易にできるが，APを
持たない人でも，ある程度まで曲の調（その曲が
演奏される絶対音高レベル）をとらえることがで
きる。Terhardt [42, 43]は，バッハの平均律クラ
ヴィア曲集の中の 12曲の前奏曲を原調と様々な調
に移調した演奏を被験者に聞かせ，それぞれの曲
が正しい調で演奏されているかどうかの判断を求
めた。APを持つ被験者はもちろん正確に判断し
たが，APを持たない被験者でもある程度の正確さ
で判断することができた。また，APを持たない被
験者に，よく知っている歌の開始音のピッチを歌
わせると，時を隔てて歌われたピッチがある程度ま



「絶対音感」はどこまで分かったか？ 687

で一致することが報告されている [44]。よく知っ
ている曲を被験者にイメージさせ，その開始音を
歌わせると，被験者の 60%以上で，歌われたピッ
チと原曲のピッチのずれが 2半音以内に収まると
いう報告もある [45]。更によく耳にするテレビ番
組の音楽を用いた研究では，APを持たない被験
者が，原曲の調と 2半音ずれた調の演奏を 70%の
正確さで区別できることも示された [46]。一定の
調で演奏される音楽を繰り返し聞くと，その曲の
記憶が長期記憶に定着するが，その中にはその曲
の絶対音高に関する記憶も含まれていることをこ
れらの実験結果は示唆している。単音の音楽的音
高名を同定する能力としての狭義の APは，真の
AP保有者のみが持つ能力であるが，曲が鳴り響
くときの絶対音高は APを持たない普通の人々に
もある程度とらえることができるものかもしれな
い。ただし後者のような能力は非自覚的なレベル
にとどまっており，真の APに比べるとかなり不
正確である。Levitin [45] は，APが，(1)音高を
命名する能力と，(2)特定の音高の長期記憶の二つ
の成分を含んでいて，真の AP保有者はこれらの
両方を持っているが，(2)の能力は普通の人もあ
る程度までは持っているという見方をしている。

Deutsch [47, 48] が報告している 3 全音錯覚の
現象も，潜在的な APの現れと見ることができる
だろう。1オクターブで循環するように聞こえる
Shepardの循環音を用いると，3全音の音程関係
にある 2音の音高（ピッチハイト）の判断は多義
的になり，上昇に聞こえるか下降に聞こえるかは
ほぼ半々になるはずである [49]。ところが実際に
は，音高判断は組み合わされる音のピッチクラス
に依存することが示された。しかも音高判断のパ
ターンは個人によって異なり，それには個人の言
語経験と強い関連が認められる [50, 51]。Deutsch
はまた，タイ語や北京語のような音調言語を母語
とする話者の発話のピッチが個人内で一貫してい
ることに注目して，潜在的な形の APが言語習得
と密接なつながりがあるという可能性も指摘して
いる [52]。
これらの AP類似の現象は，真の APを持たな
い人でも，自覚しないレベルで絶対音高情報をと
らえている可能性を示唆するものであり，このよ
うな潜在的 APは比較的広く見られる現象である
と言える。

9. 要 約

狭義の APは音楽的音高と音高名の間の固定的
な連合に基づく能力であるが，音楽的能力とは必
ずしも言えず，音程，メロディ，和声，調性など
の音楽の基本的側面をとらえる能力とは別物であ
る。APは音楽にとって本質的に重要である相対
音感と両立しない場合さえある。音楽的音高同定
の能力としての APの発達のためには，音楽的訓
練が必要であることは明らかであり，特に発達初
期の訓練が効果的である。APの発達に遺伝的要
因が関係している可能性は否定できないが，その
証拠はまだ十分とは言えない。真の APは自覚的
なものであるのに対して，潜在的な形の AP類似
の現象が報告されている。これらは，繰り返し耳
にした曲の音高の判断，3全音錯覚における音高の
比較，発話における音高などのように，間接的な
形で現れる APである。このような潜在的な AP
は，訓練を受けた限られた人々だけに見られる真
の APとは異なり，比較的広く見られるものであ
るが，潜在的な APと真の APがどのように関係
するのかはまだ明らかではない。
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